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26
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10

町
政
報
告

町
会
議
員

髙
阪
康
彦

の
近
く

坪
の
敷
地
に
約

坪
の
建
物
面
積

８９

２０

☆
ご
挨
拶

朝
夕
の
涼
し
さ
に
本
格
的
な
秋
の
訪

※
政
権
が
代
わ
り
、
交
付
金
が
執
行
さ

れ
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
と
な
り
ま
し
た
。

れ
な
い
場
合
は
取
り
止
め
に
な
り
ま
す
。

さ
て
、
９
月
議
会
で
は
一
般
会
計
補
正
予
算
に

◇
９
月
定
例
議
会
は
主
に
①
下
水
道
が

対
す
る
修
正
動
議
が
、
４
名
の
議
員
か
ら
提
出
さ

平
成

年
３
月
に
供
用
開
始
さ
れ
る
事

２２

れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

に
伴
い
、
下
水
道
に
関
す
る
条
例
が
制

地
域
活
性
化･

経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
１
億

定
さ
れ
ま
し
た
。
下
水
道
使
用
料
は
水

２
千
２
百
万
を
活
用
し
て

項
目
の
計
画
事
業
が

道
水
使
用
料
と
し
、
料
金
は
水
道
料
金

１０

町
よ
り
提
案
さ
れ
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

よ
り
、
や
や
低
め
に
設
定
。
受
益
者
負

の
「
ま
ち
の
駅
」
設
置
事
業
４
千
万
円
（
国
３
千

担
金
は

３
百
円
に
。
②
国
民
健
康
保

１㎡

６
百
万
・
町
４
百
万)

は
無
駄
遣
い
に
あ
た
り
他

険
条
例
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
出
産
育

の
事
業
に
振
り
向
け
よ
と
云
う
も
の
で
あ
り
ま
し

児
一
時
金

万
円
を

万
円
に(

産
科
医

３５

３９

た
。
私
は
、
規
模
的
に
少
し
小
さ
い
と
思
い
ま
し

療
保
障
制
度
加
入
医
療
機
関
で
は

万
４２

た
が
、
こ
の
建
物
は
観
光
の
拠
点
と
な
り
、
町
民

円)

平
成

年
３
月

日
ま
で

③
旧

２３

３１

と
の
協
働
の
町
づ
く
り
に
は
必
要
と
考
え
、
修
正

本
町
地
区
が
新
町
名
、
城
一
丁
目
か
ら

案
に
は
反
対
を
し
ま
し
た
。
結
果
９
対
６
で
修
正

城
四
丁
目
に
認
め
ら
れ
、
平
成

年
１

２２

案
は
否
決
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
皆
様
は
ど
の
よ
う

月

日
か
ら
新
町
名
に
移
行
し
ま
す
。

１６

に
考
え
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

◇
全
員
協
議
会
で
は
主
に
①
水
道
課
と

『
ま
ち
の
駅
』
は
、
地
域
住
民
や
来
訪
者
が
自
由
に

下
水
道
課
の
組
織
統
合
。
②
南
保
育
所

利
用
で
き
る
休
憩
場
所
や
地
域
情
報
を
提
供
す
る

の
改
築
工
事
は

年
度
に
仮
設
保
育
所

２２

機
能
を
備
え
、
さ
ら
に
は
地
域
交
流
・
地
域
間
連

を
建
設
。

年
度
に
南
保
育
所
の
改
築

２３

携
を
促
進
す
る
公
共
的
空
間
で
す
。

計
画
は
役
場

を
予
定
。

詳
し
く
は
議
会
だ
よ
り
を


